
投資事業評価調書（新規）

部課室名
県土整備部土木局

地域道路室
記入責任者職氏名
（担当者氏名）

地域道路室長 中村 誠
(橋梁・市町道係長 谷口徳男）

内線
４３６２

（４３７８）

事 業 名 事 業 区 間
総事業費 3.5億円

事業種目 道 路
永久橋架替事業

(主)養父
や ぶ

宍粟
し そ う

線 南渓橋
養父市
や ぶ し

大屋町
おおやちょう

糸原
いとはら

内用地補償費 0.8億円

所 在 地
事業採択
予定年度

着工予定
年 度

完成予定
年 度

養父市大屋町糸原 平成21年度 平成21年度 平成25年度

事 業 目 的 事 業 内 容 等

・ (主)養父宍粟線は養父市と宍粟市を結ぶ幹線道路
であり地域の生活道路となっている。

・ 南渓橋は(一)明延川に昭和12年に架橋され、70余
年が経過している。万が一交通が寸断された場合
には近くに迂回路がないため、橋梁を架け替える
ことにより、円滑かつ安全な交通の確保を図る。

・ 本路線は、合併支援道路に位置付けられており橋
梁前後の整備済みの道路改良区間と連続した整備
を図り、養父市中心部と大屋町南谷地区との連携
を強化する。

老朽橋架替 １橋 Ｌ＝４３．８ｍ

取付道路（橋梁含む）Ｌ＝６２０ｍ

合併支援道路

【構造規格】３種４級

【計画幅員】W = 5.5 (7.0) m（2車線）

【現況幅員】W = 5.0 m

【計画交通量】1700台/日(H42)

【現況交通量】1807台/日(H21実測)

【費用負担】県10/10（永久橋架替事業）

評価視点 評価結果の説明

(1) 必要性

○安全・安心を確保
する道づくり

・ 本路線は養父市と宍粟市一宮町を直接結ぶ唯一の幹線道路であり、養父市
大屋町の重要な南北幹線道路として地域の発展を支える道路である。また、
防災面、医療福祉等への利用に重要で、養父市の合併支援道路である。

・ 橋梁付近区間は人家連担となっているため、視距が確保されておらず、幅
員が狭小Ｗ=3.8(4.8)mで、線形も悪く、円滑かつ安全な交通の確保に支障
となっている。

・ 当該橋梁は昭和12年の架橋であり70余年が経過しており、平成１７年度の
点検結果によると、橋脚や床版に損傷が認められ、追跡調査を行う必要が
あるとされている。また、劣化損傷による落橋等により通行が寸断した場
合の迂回路は国道429号⇒(主)養父朝来線となり約70kmとなる。

○くらしと交流を支
える道づくり

・ 明延自然学校や銀の馬車道、須留ヶ峰山登山道等の観光施設へ通じる路線
でもあり、早期事業着手着工が必要である。

(2) 有効性・効率性

○有効性

・ 費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．１
・ 今回整備する取付道路の前後は、道路改良が実施されており、前後区間と

合わせて２車線改良が完了する。

○代替性
・ 現位置での橋梁架替えは、仮橋や複数の物件移転が必要となるなど、工事

費および補償費が増大するため、上流230m地点での架替えを行う。

○効率性

(事業執行環境)

・ 市町合併（平成１６年４月）に際し早期の道路整備が必要として推進協議
会が設立され、地元説明会を通じた地元合意も得ており、円滑な事業実施
に向けた地元の協力体制は整っている。

(3) 環境適合性 ・ 通過交通が(仮)新南渓橋に転換することにより、現道を利用する歩行者の
安全確保が図られ、現道沿い集落の騒音低減など生活環境の改善が図られ
る。

(4) 優先性
・ 旧橋梁および旧道は、養父市による引受の内諾を得ている。



(主)養父宍粟線 糸原

①スケジュール

■新規事業

当初計画

H21 H22 H23 H24 H25

橋梁詳細設

計

用地補償

道路改良

橋梁下部工

橋梁上部工

②Ｂ／Ｃ根拠

便益（Ｂ）の項目

事

業
B（便益） 算出方法

①走行時間短縮便益

○目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益

○交通の流れがスムーズに

なり燃費などが向上するこ

とによる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日
道

路

③交通事故減少便益

○交通事故が減少することに

よる便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

B（便益） C（費用）

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(百万円)
代表的な効果

(百万円) (百万円) (百万円)

B／C

①走行時間

短縮便益
357

時間短縮：

1.6 分→0.9 分

②走行経費

減少便益
0

供用時ﾊﾞｲﾊﾟｽ交通量

1800 台/日

③交通事故

減少便益
-4

道

路
老朽橋架替事業

計 353

336 314 22 1.1



養 父 市

国道9号

大屋中学校

大屋小学校

八鹿高等学校
大屋分校

養父市役所 大屋地域局

南谷小学校

600

5,500

600 750 2,750

7,000

2,750 750

現況横断図 計画横断図

事業箇所

南渓橋

事業区間 Ｌ＝６２０ｍ
(仮)新南渓橋 Ｌ＝43.8ｍ、Ｗ＝5.5（7.0）ｍ

(主)養父
宍粟
線

(主)養父宍粟線（南渓橋）位置図



南渓橋 損傷状況写真

橋脚部の主桁鉄筋の露出床版地覆部の鉄筋の露出



(主)養父宍粟線（南渓橋）位置図

平成12年度完了
Ｌ＝1050m

平成16年度完了
Ｌ＝177m

平成20年度完了(予定)
Ｌ＝263m

至 宍粟

至 養父

事業区間 Ｌ＝６２０ｍ
(仮)新南渓橋 Ｌ＝43.8ｍ、Ｗ＝5.5（7.0）ｍ

(仮)新南渓橋計画ルート

南渓橋
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